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ミ
，ユ
ン
，へ
ン
"
大
學
で
.經
、濟
史
講
座
を
檢
當
さ
れ
て
ゐ
た
ヤ
ギ
ブ
•

シ
.i*
.

ト
リ
ィ
ダ
ア
敎
授
が
逝
く
な
ら
れ
て
か
‘ら
、今
年
で
滿
三
年
に
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.

な
る
。
私
が
敎
授
の
訃
報
に
接
し
た
の
は
"

伯
林
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク
大
會
が
始
ま
‘ら
.
ぅ
と
す
各
一
九
三
六
华
七
月
末
の
こ
と
、
ミ
k

ン
へ

.
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..

ン
で
お
別
れ
し
て
、か
ら
十
ケ
-月
に
な
る
や
な
ら
ず
で
時
で
あ
つ
た
^

こ
や
年
の
夏
學
期
の
激
授
の
講
義
ほ
、
全
部
グ
レ
メ
.ン
ス
•
バ
ウ 

ア
ァ
助
手
が
代
講
し
、
’敎
授
は
ゼ
ミ
ナ
T
ル
を
主
宰
さ
れ
•る
だ
け
だ
づ
た
し
、
又
私
が
敎
授
と
個
人
的
に
お
目
に
か
、
る
際
に
は
、
ょ 

く
身
體
の
具
合
に
つ
U

て
話
さ
れ
た
程
で
あ
つ
た
.が
、
し
か
^

.
日
本
流
に
激
'ぇ
で
未
だ
六
十
歲
.の
敎
陵
が
、
こ
P
月
ニ
'十
^!
日
、
.ガ 

ル
ミ
ッ
シ
ユ
の
⑴

^

で
急
逝
さ
れ
ょ
ラ
と
は
、
夢
に
も
考
へ
ら
れ
-ぬ
こ
と
で
あ
.つ
た
。
私
が
伯
林
の
宿
舍
で
、
敎
授
夫
人
か
ら
訃
報
を
. 

受
け
た
時
'の
感
慨
は
"

い
ま
尙
記
憶
に
新
龙
な
る
も
の
.が
あ
る
。
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'

、私
が
獨
逸
に
滯
在
し
て
居
る
間
、
最
も
親
し
く
敎
導
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た
.€>
は
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シ
.
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，ダ
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ユ
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あ
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或

は

、
，
こ
：の

兩

經

濟

■圏

に

於

け

る

中

心

都

市

を

と

づ

て

、

シ

：
ト
リ
、イ

ダ

，ァ
^

^

は
，ア
ウ
；
グ
.、ズ

y

ル
.
ク
，と、
.
レ
丄
リ
ツ
ヒ
敎
授
は 

' 

.
，リ
ュ
.ベ
ツ
.

クA
J
、

離
れ
難
く
結
び
付
く
と
.；

s

つ
て
も
ょ
v >

せ
あ
，̂
ぅ
。
.
：そ

し

，，て

研

嗍

對

象

の

地

域

几

贫

時

代

の

上

が

ら

は

、
北

と

-南

と 

の
相
違
が
あ
り
前
後
の
關
係
が
あ
つ
.た
も
'
の
の
、
；兩
敎
授
共
に
、
' 

嘗
，て
は
ほ
じ
時
を
、、ラ

‘
イ
プ
.
チ
.
•ツ
ヒ
大
雜
で
助
敎
授
と
し
て
數 

'

.

年
過
さ
れ
た
の
^

あ
り
、
正
敎
授
に
な
ら
、れ
た
_の
も
同
時
で
あ
つ
た
。
即
ち
、

r

九f.

一
 

〇
年
シ
、
ト
.
リ
...ィ
，グ
ァ
^

^

は
*

ミ
.
,

ン
ベ
•ン 

に
新
設
.の
經
濟
史
講
座
を
锵
當
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ニ
三
年
茁
敎
授
に
畀
進
、
こ
の
，年
レ

H

リ
ツ
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ヒ
敎
授
も
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ル
大
學
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授
に
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轉
さ
れ
た
の
で
あ
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來
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兩
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個
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的
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際
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ら
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又
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敎
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と
と
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更
に
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の
歡
攻
と
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，れ
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フ
ツ
ガ
ブ
乃M

獨
逸
ハ
ン
ザ
の
硏
究
成
艰
に
つ
い
で
は
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相
互
に
推
賞
の
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辭
を
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ま
れ
な
か
つ
た
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し
か
し
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授
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ず
し
も
常
に
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同
一
見
解
に
達
せ
ら
れ
た
と
は
做
し
難
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例
へ
ば
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期
資
本
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の
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概
念
內
容
の
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き
に
お
ゐ
て
は
、.
全
く
越
ゆ
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か
ら
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る
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問
的
對
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が
存
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や
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る
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に
お
ゐ
て
、
初
期
資
本
主
義
概
念
に
贫

內
容
を
與
ヘ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
レ
ヱ
リ
ツ
ヒ
敎
授
の
贊
同
さ
.れ
る
' ^

こ
ろ
と
な
ら
‘な
か
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つ
た
0
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授
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こ
の
論
爭
が
公
け
杧
行
は
れ
た
か
否
か
は
、
，寡
聞
に
し
て
私
.は
知
ら
な
い
:0
.

し
、か
し
私
は
伯
林
で
レ
エ
.
リ
义
ヒ
敎
授
か
ら
、
か
か
る
概 

念
の
使
用
を
避
け
る
方
が
、
歷
史
事
實
に
忠
實
な
所
以
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
、
，屢
々
說
か
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
こ
こ
で
は
、
.こ
の

問
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そ
し
て
.
大
摑
み
に
，私
見
を
述
べ
る
と
，、

の
兩
敎
授
の
見
解
の
相
違
は
、
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濟
史
の
硏
究
.に

際

し

て

、
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授
に
は
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者
と
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て
の
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が
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探

に

は

歷
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^

て
の
立
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が
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前
に
も1

言
し
.た
や
ぅ
に
，
シ‘
k

ト
リ
.ィ
ダ
.
ァ
敎
擴
の
學
問
的
關
心
は
、
.
主
と
し
て
、
中
世
末
册
が
ら
屮
六
世
紀
に
か
け
て 

.:
の
欧
羅
巴
經
濟
史
、
特
に
南
獨
逸
經
濟
见
に
置
か
れ
た
。
更
に
こ
の
時
代
の
經
濟
指
導
者
と
し
て
、
，ア
，ウ
ダ
ス
グ
ル
タ
の
都
市
貴
族
乃 

.

至
茛
商
が
演
じ
た
掀
坭
史
的
恍
割
は
'

敎
授
の
殊
更
カ
，說
さ
れ
た
-<
?

:
と
ろ
で
あ
つ
た
.'

0
敎
授
.が
、
ご
.
.の
後
者
、
，就f

.
.
.

フ
ッ
ガ
-
ァ
に
對
し 

て
多
大
の
’關

心

女

寄-せ
ら
れ
た
の
は
.^.

ア
ウ
ダ
'ス
ブ
，ル
ク
.
の
.
フ
.■ッ
ガ
ァ
文
書
館
を
管
掌
さ
れ
た
こ
.と

に

も

負

ふ

と
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；ろ

多

い

の

で

.あ
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う
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等
の
著
作
、或
は
そ
の
監
廣
さ
れ
た
1
フ
ッ
-ガ
ァ 

.
史
硏
究
叢
書」

.

(

领
在
ま
•で
に
九
册
刊
行)

等
、
孰
れ
も
吾
'
々
が
!7
,
ッ
ガ
ァ
時
代
を
知
る
上
に
被
く
べ
か
ら
，ざ
る
1
の
.
に
臑
す
る
0
し
か 

も
、
こ
の
個
別
的
硏
究
を
進
め
る
傍
ら
、
’
敎
授
は
こ
れ
等
の
個
別
-,
*

特
殊
が
、
全
體
的
發
展
の
一
部
分
を
す
る
も
の
で
あ
る
と
と 

を

忘

れ̂

と

こ

ろ

，な

か

つ

，た

。

例

へ

ば

1
前
記
の「

ヤ
コ
ブ
•

フ
ッ
ガ
ァ
傅」

を
ー
'
讀
す
れ
ば
-

そ
れ
が
單
な
る
傅
記
に
終
始
す
：る
も
の
で 

な
'

、
十
五
•

、六
^

®

の
歐
洲
經
濟
史
の
金
般
的
硏
究
書
た
名
貧
を
具
へ
た
も
の
■で
^

あ
る
こ
と
を
、
容
易
に
認
め
得
名
の
で
あ
る
。
：

.

、こ
.の
敎
授
の
留
意
.は
、
敎
授
が
そ
の
努
力
の
.
一
平
釔
割
か
れ
た
赘
料
の
蒐
隼
の
方
針
ぬ
上
か
ら
も
、.
こ
れ
，を
汲
み
と
_る
じ
と
が
出
來

,

る
。
即
ち
、
バ
イ
-

ル
，
ン
•

ア
ヵ
デ
ミ
.
イ
の
歷
史
部
#

-

或
は
べ
イ
ヱ
ル
ン
地
方
史
委
員
會
の】

^

_

胄
と
し
て
、「

巾
驴
近
世
獨
畠
^
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八

2

ニ
五
六)

，
業

文

書

集

成

し

の

一

絢

纂

者

と

し

て

、
，敎

授

は

、
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を
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つ
て
大
過
は
な
い
。
こ
の
書
は
、，
ア
ウ
グ

X
ブ
ル
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に
#

^

し

來

れる
土 
g
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族
や
ア
ウ
グ
ス
プ
ル
ク
都

市

貴

族

ジ

更

に

セ

：
の

都

市
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手H

業
者
•

小

商

人

に.レ

て

立

身

せ

る

胬

等

の

‘
資

產
增
殖
過
程
を
詳
細
に
硏
究
し
て
、
以
て
'
ゾ
ム
バ
ル
ト
敎
授
の
近
佌
罾
ホ
虫
_
ゆ
立 

史
4|
に
.
お
け
.る
地
« :

蓄
積
說
を
反
馼
さ
れ
た
も
’
の
，で
.ぁ
.る
？

則

ち

廣

本

の

本

源

は

、
地

代

の

蓄

積

に

ょ

つ

て

哆

成

さ

れ

た

の

で

，，は

な

く

- 

遠

輝

地

商

業

が

，近

世

賓

本

中

：義

.成
立
の
物
的
源
泉
で
あ
る
と
い
ふ
0
で

ぁ

.0
た
0
こ
：の
齒
業
起
源
說
は
、
シ：

ト
リ
イ
ダ
ァ
敎
授
の
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唱

と

相

前

後

し

て
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.
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お
け
る.
指
»-
的

初

期

資

本

家

に

つ 

い
，て
の
骱
硏
究
か
ら
も
亦
歸
結
さ
れ
た
爲
め
、
锧
來
經
濟
史
家
の
間
に
は
、
ど
れ
が
通
說
と
な
つ
た
。
か
か
る
劃
期
的
勞
作
の
發
表
さ 

れ
て
か
ら
了
度
十
年
目
に
刊
竹
さ
れ
た
の
が
、.
前
^

「

初
期
資
本
主
義
的
企
業
形
熊
'史」

‘

で
ぁ
る
6
こ
の
書
は
、
旣
に
言
及
ム
た
や
ぅ 

¥
-、

初
期
資
本
生
義
な
'
る
概
念
を
確
泣
す
る
こ
士
を
、
.そ
の
へ
主
要
課
題
の
，
一
と
ナ
各
。
そ
し
て
以
上
め
兩
著
が
、
十
五
パ
六
佌
紀
の
南
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獨
逸
經
濟
史
に
つ
-
い
て
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の
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シ
ュ
ト
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敎
授
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表
作
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で
あ
つ
た
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と
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ひ
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2
ピ
レ
尤
ン
世
界
史
第
四
卷
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揭
載
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れ
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幣
輕
濟
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初
期
資
本
主
義」

な
る
論
文
は
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右
の
，
兩

著
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要
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潔
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洱
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れ
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；
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ガ
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の
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れ
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。
そ
し
て
親
し
べ
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語
ち
れ
た
と
こ
ろ
に
ょ
れ
ば
、
.そ
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売
成
も
程
遠
か
ら
ぬ
豫
定0
.や
う
で
あ
0
た
。
周
知
の
如
く
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ア
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V
の
時
代
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フ
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ガ
ァ
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で
あ
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た
か
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、
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記
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莞

成
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傅
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優
し
て
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あ
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の
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の
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れ
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他
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そ
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硏
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九
世
紀
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逸
經
濟
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に
擴
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ナ
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ご
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に
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.
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得
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即
ち
，そ
れ
は
、
十
九
.

世
紀
の
獨
逸
經
濟
發
展
に
貢
献
し
た
主
要
企
業
家
の
，硏
究
で
‘

あ
る
。
第
二
は
、
そ
の
前
年「

新
帝
國
L

誌
上 

に
掲
載
さ
れ
た「

一
八
五
七
年
の
-I
l
f：
界
恐
慌
•

七
三
年
の
恐
慌」

•
.と
い
ふ
表
題
に
％

さ
办
る
や
う
に
、
十
九
世
紀
經
濟
恐
慌
史
の
硏
究
で
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あ
る
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敎
授
が
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そ
め
硏
究
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圍
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先
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代
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濟
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代
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.
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ら
れ
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硏
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.
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双
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濟
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.
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狀
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營
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採
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ら
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に
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彼
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の
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に
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業
資
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に
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す
る
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た
の
で
ぎ
今
彼
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關

與
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は
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领
的
に
限
ら
れI

と
な
く
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て
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鑛
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に
迄
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鑛
山
著
關
與
す
る
に
至
つ
.た
契
機
と
し
て
は、
'

 
t

.ヮ
ァ
ぺ 

..ザ
/.
»

，

•
ベ

V-
X

メ
ら
等
^
摩
富
な
鑛
山
に
隣
^
せ3
こ

と

、

小
^

鑛
業
若
へ
0 .
前
貸
.M

に
當
時
の
諸
君
侯
へ
の.貨
幣
貸
付
の
代
偾
と.

 

し

て

纖

艰
«
の
獲
得
^
が
.舉
げ
ふ
れ
る
。
就
中
、
シ
ュ
ト-リ
ィ
ダ
ァ
敎
授
が
强
調
せ
ち
れ
る
と
こ
ろ
货
、
こ

Q

最
後Q

、

近
代
國
家
成 

立
期
に
お
け
る
財
政
窮
乏
の
妻
で
あ
る
。
と

^
に
ょ
つ
て
、
彼
等
^
商
は
、

法
王
*
獨
逸
皇
帝
を
始
め
と
し
英•佻
•
西
•
.葡
等 

の
-諸
國
王
や
多
ぺ
の
領
邦
諸
侯
と
の
；連
製
を
緊
密
に
し
、
又
そ
の
助
け
を

.か
少
て
、.
冲

世

經

濟

•
社

^

觀

に

發

す

る

反

獨

由

運

動

、
そ

.の 

他
廣
本
主
義
的
企
業
遂
行
に
對
す
る
諸
障
害
を
抑
ぇ
冬
こ
と
が
出
來
‘た
。
敎
授
は
！
に.一
步
を
進
め
、，
て
、

こ
，
の

時

代

に

お

け

る

初

期

力

ル
テ
ル
.■の
如
き
は
、
商
業
資
本
家
の.創
造
す
る
と
こ
ろ
と
い
ふ
ょ
名
-
说
代
國
家
の
財
政
政
策
の
所
產
と
見
る
べ
き
で
あ
量
論
斷

さ
れ
て
ゐ
，る
。
 

<
• 

-

 

, 

. 

•

.
 

.
•
: 

/

 

.

 

:■
 

、
 

:

 

■

 

•

.

.

こ
*<

7
)他
文
、
こ
: >

1
嘩
シ
'

ュ
ツ
ァ
^

ツ

商

人

が

抱

き

、
旦

つ

彼

等

の

歐

羅

巴

經

濟

，制

潮

を

可

，能

な

ら

し

め

た

經

濟

赭

神

は

、
一
言
に
し
て 

.
い
ベ
ば
經
濟
的
個
人
主
義
で
母
つ
.
龙
-0
教
授
は
こ
れ
を
以
て
今
餅
太
利
ル
ネ
•

サ
ン
'ス
ー
の
影
響
で
あ
る
と
見
る
パ 

、レ
ヱ
•

リ
ッ
’
ヒ
敎
按
の
承
服
さ
れ
ぬ
と
こ
ろ
と
な
つ
て
ゐ
，5

こ
の
經
濟
的
個
人
_

>

の
好
個
の
具
體
例
は
、
彼
等
が
ヴH

ネ
チ

ア

ょ

り
 

.
學
ん
だ
複
式
.簿
記
の
®

用
で
あ
ち
ぅ
。
し
か
も
蒙
が
個
'
々
.に
右
の
經
濟
精
神
を
'
他
>

た
め
み
な
&

ず
、
と
の
精
神
は
、
.
ア
ウ
グ
ス
ブ 

ル
1
市
會
の
經
濟
的
启
山
の
政
策
に
ょ
つ
て
_
支
援
さ
れ
、
，以
て
放
果
を
收
め
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
0 
.そ
し
て
敎
廣
は
-
ア
ウ
グ 

ス
フ
ル
タ
の
i r

經
濟
精
神
の
代
辯
者
と
し
て
，
#1
代
の
ヒ
ュ
ウ
，マ
-
一
ス
ト
た
る
コ
ン
ラ
，ッ
ド
•

ポ
イ
チ
ン
ガ
ァ
を
擧

7
る
。
又
ハ
ブ
ス
ブ 

ル
タ
王
朝
の
經
濟
政
策
も
亦
*
シ
ュ
ヮ
ァ

ベ

ン
商
* '

資
本
家
の
經
濟
的
個
人
主
義
の
發

册

を
、
'"

方
な
ら
ず
促
進
し
た
の

で

お
づ
たo

:
 

シ
ュ
ト
多
ィ
ダ
ゾ
敎
授
の「

ア
ウ
グ
、ス
.ブ
'ル
ク
經
濟
史」

，-

:

• 

ノ 

ニ-J  

crII
 

ノ



.

t

ト
リ
ィ
ダ
ァ
敎
授
ゐ

「

ア
夕
F
ス
r
ル
f
經
濟
史
L.
'

.

.
 

ニ
ニ 

(
1
1
H

ハ.
o

)
.

.

. 

' 

/

 

.

、し
か
し
な
が
ら
、
諸
國
家
財
政
と
め
結
び
付
き
は
ノ
彼
等
を
し
て
芭
富
を
漯
積
せ
じ
め
"

又
、
.
‘初

期

資

本

丰

義

的

企

業

.家

た

ふ

し

め

た
の
セ
あ
つ
た
が
、
こ
ケ
結
合
が
、
結
局
彼
等
を
滅
す
て
ネ
に
な
づ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
十
六
，世
紀
後
半
に
速
續
し
て
發
坐
し
た
西
班 

牙
や
佛
蘭
囲
の
^
拂
停
止
乃
至
破
產
は
、■謂
ゆ
る
惡
し
き
循
環(

嘗
«
の
返
還
を
愛
く
を
爲
め.に
新
た
に
貸
付
を
す
る

)

に
よ
つ
て
、
こ
れ
等 

.諸
國
家
と
密
接
に
結
：び‘付
い
た
彼
等
に
、
莫
吠
な
貨
雕
損
失
，を
齎
ら
し
、
-遂
‘に
こ
0
金
融
恐
懷
に
よ
0
て
、
向

涑

年

か

ら

十

七

世 

紀
初
頭
に
至
る
間
；

y
、
..

南
獨
逸
：9
經
濟
的
繁
榮
は
終
焉
す
る
に
；乱
つ
龙
の
，で
あ
タ
た
。
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篇
の
內
容&
、
次
の
如
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あ
る
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1
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フ
ッ
，ガ
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ヤ
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ブ
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フ
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D
i
e

 G
r
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s
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B
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b)

ハ
ブ
、ス
プ
ル
グ
王
朝
と
•フ
ッ
ガ
ァ
家
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W
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e
s
d-S
e
l
; 

Anzei
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 D
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 Reich, 

l
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D
e
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crqel van Handel en 
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n
d
e
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w
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ケ
ユ
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ザ
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家
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e
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d
e

u
t

s
c

h
e
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u

f
m

a
l
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.

 

1
9
3
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v
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三)

ア
ム
ブ
ロ
 

ジ 

ウ
ス
•

へ
ッ
ヒ
，シ
テ
ッ
タ
ァ

(

放
送
講
演
、

一.

九
一
一
一
六
年

〕

、(

四)

メ
ル
ヒ
オ
ォ
マ
ン
リ
ッ
ヒ

(

u

a>
M 
d

s

及c
h

e
.
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-(

五)

シ
au
ワ

ァ

ベ

ン
の
三
商
人(

'マ
ン

リ

ッ

セf 

.デ
ッ

チ

ヒ

コ
ォ
.
フ
V
ア
■*
メ

ル

ツ
0
の

肖

像「

b
^
s s

d
l
w

pibische 

s

i

i

.

1
 

» 

' 

' 

- 

« 

i

即

棠

第

に
>

ゐ
'

て
‘

は
、
歐
羅
巴
初
期
資
本
義
的
大
商
人
.

の
代
表
渚
で
あ
り
、
又
個
人
主
_
的
經
濟
精
神
の
最
も
よ
き
具 

現
#

で
あ
^

.

ヤ
コ
ブ
；

ッ
ガ
ァ
を
始
め
と
し
、
，以
下
彼
と
並
ん
で
、
國
際
貿
為
•
鑛

山

業

•

貨
幣
貸
饨
乃
至
金
融
業
に
活
躜
し
た
ア
ウ 

グ
ス
ブ
ル
ク
諸
商
人
，の
事
踏
の
硏
究
が
收
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

: /
. 

パ
：

,

-
:

、
 

ソ
敎
赞
に
よ
れ
ば
、

ヤ
ゴ
ブ
•

フ
ッ
ガ
ァ
は
、
伊
太
利
人
の
經
濟
的
合
理
主
義
を
以
て
近
世
的
企
業
遂
行
の
根
幹
士
見
て
、
こ
れ
を
終 

始

遵

舉

し

た
.

の

で

あ

り

、「

彼
は
灌
濟
領
域
に
於
け
る
，最
も
意
，義
あ
る
獨
逸
ル
.

ネ
ッ
.

，

サ
，
ン
ス
A

J

で
あ
つ
.

だ
。
し
か
も
彼
の
後
代
に
及 

ぼ
せ
る
影
響
は
、
ひ
と
b

經
濟
領
域
だ
け
に
と
ど
ま
つ
た
の
で
は
な
か
つ
た
。
彼
は
美
術
愛
好
者
で
あ
り
、
又
多
く
の
圖
書
餅
の
奪
*

わ

，

一
：■

_

_

_

灣

_

_

1

^

^

_

讓

雪

妥

，パ
ド
ミ

ニ
力
ン
派
-

)」

圖

奮

等

が

あ
る
。(

こ
の

フ
ッ
ガ
ァ
の
文
化
•的
貢
献
は
、
獨
逸

ハ
ン
ザ
商
人_

M

へ
ば
リ
ム
ベ
ル
ク
？

デ
マ
ン

， 

.

S

1

#

に
多
く
の
書
籍
を
寄
附
し
た
如
I

.

難
さ
れ
よ
ぅ
o)

か
く
の
，如
く
、
ヤ
コ
ブ
•
フ
ッ
ガ
ァ
に
及
ぼ
せ
$

太
利 

の
H

で

あ
；つ
た
が
、
し
か
し
彼
が
鑛
山
採
韻
.

精
鍊
業
を
營
ん
だ
こ
と
は
、供
太
利
篇
響
に
趣
く
も
の
で
は
な
い
o

l v

鱗
山

、

り

に

も

，有

名

な

廣

で

あ

ら

ぅ

O

例
へ
ば
ヤ
コ
ブ
は

' 

マ

ク

シ

、
、
、
リ

ア

シ

ニ

®
 $

束
歐
政
策
遂
行
に
支
f

僧
し
ま
な
か
つ
た
が
， 

皇
啼
と
洪
翥
國
王
と
の
接
近
の
如
き
は
、

r

フ
ス
ブ
ル
，グ
家q

政
治
的
■

策
の
一
結
果
と
い
ふ
よ
り
は
、
フ
ッ
ガ
ァ
裳
牙
S

 

山

裏

p

爲
め
の一

政
策
で
あ
つ
た
と
い
は
ね
ば
な
I

い
。
尙
、
ヤ
コ
ブ
•

マ
ッ
ガ
ァ
は
蕃
を
梁
ね
た
後

.

貧

に

^

.
す

|

濟
施
設
に
努
め
て
ゐ
る(

例
へ
ば
フ
ッ
ガ
ラ
ィ
0 *

建
設)

が
、
こ
れ
は
、
シ

-

ト
リ
ィ
ダ
ァ
敎f

よ
れ
ば
、
彼
が
：「

葡
逸
民
族 

協
祠
體
の̂

想
し
を
抱
い
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
と
い
ふo

 

,

 

.

-

フ
ッ
ガ
ァ
と
競
合
す
る
立
場
に
あ
つ
た
の

-
は
咳
エ
ル
ザ
ァ
で
あ
る
が
、
前
者
が
織
物
エ
よ
り
立
；身
し
た
に
對

し
、後
f

ア
ウ
グ 

ス
ブ
ル
クQ

都
市
貴
族
で
あ
つ
た
。
又

前

豸
S

I

は
純
當
同
馨
社
で
あ
つ
て
、
社
S

他
人
を
絕
對
妄
ベ
な
か
つ
た
こ 

.

反
し
、

ゐ
て
は
血
族
以
外
I

t

參
I

し
め
、
こ
I

め

蕾

扣

蔭

に

利

滴

分

芝

關

す

為
f

蓮

し

、

と
れ 

が
ウ
エ
ル
ザ
，ァ
- #

社
の
進
展
象
か
ら
ず
阻
げ
た
。
_

ウ
エ
ル
ザ
ァ
は
士
ハ
世
此
屮
年
代
に
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
と
:-
ウ
レ
ン
ぺ
レ
ク 

■•
i

に
分
離
丄
て
ゐ
る
。パ
先
づn

ユ
ウ
.
ル
ン
べ
.
ル
タ
の
ウH

ル
ザ
ァ
會
社
は
、
危
險
な
金
議
管
避
け
て
、

霖

•鑛
柯
の
取
則
、
銀

. 

-
■

P
Q

精
鍊
業
に
；
^

を
展
ぎ
、
又
買
占
や
カ
ル
テ
ル
結

i
g

,

慕

道

德

乃

責

論
I

反
す
备
爲
と
し
て
こ
れ
を
採
ら
な
か
つ
‘た
が
、 

.............

ン

ユ•

1

ダ
.

"
敎
授
の「

ァ
タ
グ
_
ス
ブ
4
ク

看

」

：

(

；
,

:

 

■

.

二

三

C
U

H
U

)
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. メ 
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■
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.
:
.
.
シ

.，チ
ト

-リ
.ィ
ダ
：.ア

.敎
授

...
の
。
ア

.ウ
'グ
ネ
ブ

.ル
^̂ 

四
.
：

..

V (

ニ
ー

-
.六.

11 )..：

I  

然
し
三
十
苹
代
末
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
飛
躍
的
發
展

.の
前
に
は

•
.事
業
の
中
心
を
こ
こ
に
移
さ
.ざ
る
を
得
な
く
な

0
、

一
 

•六

〇

.〇

年
■
 

j  

. 

に
は
遂
に11

ュ
ウ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
ウ

-エ
ル
ザ
ァ
は
解
散
し
た
。

.こ
れ
に
乳
し
て

-ア
ウ
グ
ス

.ブ
ル
ク
の

.そ
れ
は
、

一
時
フ
ツ
’ガ
ァ
を

M
倒 

，
 

|  

'す
る
の
勢
を
示
し

、1

五
〇
五
年
葡
萄
牙

.の
東
印
度
商
船
隊
に
は
一
一
萬
.ヂ
ュ
力

•ッ
ト
を
投
資(

こ
の
時
ラ
ッ
ガ
ァ
は
四
千
デ
ュ
カ
ッ
ト)

~
 

し
た
程
で
あ
り

"
柬
印
度
貿
易
が
葡
荷
牙
王

•室
の

-獨
*
經
營
と
な
つ
て
以
後
は
、
リ
ス
ボ
ン
又
は
ア
ン
ヴ
ヱ
ル
ス
•に
お
ゐ
て
»

柬
印
度 

^
■■
:

. ^

香
料
办
歐
赚

&
配
恰

—
儍
亂
約
雪
位
免
在
办
潔

^
! -

^ :
^

一一.
.
'
■,

い

■
 

•

f  

* 

■

鹛
採
取
等)

し
た
。

フ
ッ
ガ
ァ
が
ハ
ブ
ス
ブ
ル
ク
玉
象
と
結
ん
だ
に
對
し
、
ウ
ヱ
ル
ザ
ァ
が
金
融
取
引
を
以
て
連
繫
し
た
の
は
、
獨

*西
*

.
葡
•英
の
訛
王
、
就
中.佛
陳
西
國
王
で
あ.つ
た
。
.そ
し
.て
德
西
の
王
室
破
產
を
契
機
と
し
て
、
遂.に
沒
落
す
る
に.至
つ
て(

H

ハ
ー
四 

一

. 

年)

ゐ
る
。
 

、
.

, 

へ
ッ
ヒ
シ
テ
ッ
タ
ァ
の_

^他
の

ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク

E

商
と
異

る
I

活
動
領
域
は
、
水
銀
採
诹
と
そ
の
H

で

あ

;]
)
、
，
マ
シ
，

^ ,

ッ
ヒ
の
そ
れ
は
レ
グ
ァ
ン
ト
貿
易
で
あ
る
。
晒
布

.エ
か
ら
立
身
し

.た
前
者
は

"歐
羅
巴
に
お
け
る
最
大
水
銀
鑛
山
た
る
ク
：.ラ
ィ
ン(

現
.在 

.の
丄
ウ
ゴ
ォ
又
ラ
ヴ
ィ
?〉

广
 

-
 

•
 

■
 

.

.

. 

.

.

.

 

.

.

.

.

.

. 

-•
 

■
 

•
 

t

を
受
け
た(

一
五
三一

年)

0
^
者
は
十
六
世
紀
七
十
年
代
に
マ
ル
セ
イ

ユ
か

ら

レ

ヴ
ァ
ン
ト
地
方
へ
の
貿
易

.•
航

海

をI

最
初
は
傭

.

.

船
で
、
次
い
で
自
船
で

一
-

行
ひ
、
.シ
^
ヮ
ァ
ベ
ン
の
織
物
業.に
棉
花
を
供
給
す̂

と
同
時
に
、
南
獨
生
要
商
品
た
る
綿
.麻
交
織
物
や 

.

金
物
を
彼
地
に
輸
出
し
た_
oマ
ン
リ
ッ
ヒ
は
こ
の
貿
易
資
金
と
し
て

’
启
己
資
本
の
み
な
ら
ず’
他
か
ら
ハ
特
に
姻
戚
卵
廉
に
あ̂
メ」

ミ
.
'ムゲ
ン
の
デ
ッ
チ
ヒ
，

n

ォ
フ
ァ
ア

)

の
.海
上
貸
付
を
利
用
し
て
ゐ
る
。
し

.か
し
七
四
年
彼
は
破
産
し
て
、
こ
こ
に「

獨
逸
經
濟
史
に
お

'-|

■
.

.エ
ビ
リ
オ
ド

.. 

* 

. 

*
. 

.

. 

.

け
る
有
望
な
揷
話」

は
終
末
を
告
げ
た
の
で
あ.つ
た
。
 

.

.

.

V'' 

.

.

: 

•
 

.
 

- 
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 - 

‘
 - 

.

.

.

.

.

.

.
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, 
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,
.

.

, 

、

.

.

'本
書
の
第

三

篇
ば
、(

.一)

フ
.ツ
ガ
ァ
時
代
：の
.
證
鑛
山
業
と
金
物

s
(

D
e

l
e

s

 

M
u
s
e
l

 

I

.
户

B
e
r
.
1
9
3
1
.
ブ

3

)

十 

广
1H
:
紀
に
‘お
け
る
獨
逸
產
金
物
の
西
阿
弗
利
伽
輸
出(

H
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e

 

A
u
f
s
f
,

 A
l
o
y
s

 

S
c
h
u
l
t
e
.

i

vl
p
G
e
b
r
n
l
s

cs
.
e ge

w
i

f :et. 

1
9
2
7
〗

、
(

三)

士

ハ
，世
紀
證
大
商
人
.の
レ
ヴ
ァ
ン
ト
通
商

.(
M

i
l

e
'
1
9
1
9
0
、

(

四)

南

靈

大

商

人

と

十

五

上

ハ

世

紀

プ
ラ

g
e
s
a

' Bt
e

 

s
t
a
a
t
s
w
i
s
w
e
n
s
o
h
a
f
t
.

 

s

k

.^〕

よ

り

戎.る
‘o 

:

 

, 

,
 

-

,

第一

と

第I

一
と
にお
.ゐ

て

注

目

すベ
.き

筒所
は

、獨
逸

に
產
す

る

銀

と銅
と
の
巾
で
、特
に
後
|

薯

牙

，の

取

印

度

露

歐

％

蒸

 

な
精
荷

と

な

つ

，
た

と

い

ふ

こ

と

の

外

に

.、

.
謂

ゆ

る•
ベ
一
一
ン

(

上

部

ギ

木

ア

の

羅

)

文

化
.を

飾

る

眞

鍮

製

の

腕

輪

や

足

輪

等

が

：、
西

獨

逸
(

ア 

ハン，み
ル
ン

〕

•
南

獨逸(
11

•ユ
ウ
ル
ン
べ
ル
ク〕

を
原
產
地
.と
す
る
も
ひ
で
あ
つ
た
と
い
ふ
で
と
で
あ
ら
ぅ
0
そ
れ
等
は
、
ア
ン
'
ヴ
.
エ
 

ル
ス
、
リ
ス
ボ
ン
を

經
由
し
て
、

葡

萄

；
右

西

阿

那

利

加

植

民

地

(

ギ

、
す
I

北

邊)

に
輸
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

原

產
地
ょ
り
馨

會
社
中
葉
以
降
は
フ
ツ
ガ
ァ
で
あ

.
つた。
フツガァ

■
の
.參
加
は
、
'
-
シ
ユ
ト
リ
イ
ダ
ハ
敎
授
が
ア
ン
ヴ

H

ル
奋
文
書
傲
に
お
，ゐ
I

 

L

さ
れ
た
資
料(

一

五
四
八
年
、
葡
萄
牙
王
室
の
.
ア
ン
，ヴ

H

ル
ス
代
理
人
と

.ア
ン
ト
ン
•

フ
ツ
.
ガ
'
ァ
會
社
？

代
と
の
間
む
.交
：左
れ
：̂
興 

靈
品
供
給
契
約〕

か
ら
し
て
も
明
が
で
あ
る
。
次
に
*

薯
牙
の
西
阿
弗
利
加
貿
為
獨
占
は
、
十
六
世
紀
後
半
以
^
;

，
英
吉
利
，
和

蘭
.
 

の
競
？

受
け
る
が
、
こ
の
場
合
、
こ
れ
等
競
f

Q

舶
載
す
る
商
興
金
物)

t
r

獨
逸
に
お
ゐ
て
生
產
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
し
：：
 

て 

一
••
*

:
灵
句
の
ブ
ソ
ガ
ァ
の
手
代
の
報
告
に
、「

黑
人
は
葡
萄
牙
、认
ょ
り
も
英
吉
利
人
と
交
易
す
る
こ
と
.を
好
む
、
蓋
し
後
者
は
前
者
，
. 

ょ

り

も

廉

價

に

供

給

す

る

か

ら

」

塞

ふ

，
の

は

、
暗

示

に

富

む

も

の

と

い

•

へ
ょ
.ぅ
。
倚
シ
'
.ユ
ト
.リ
イ
，ダ
ア
敎
授
は
、
當
時
シ
チ
レ
ジ
イ
チ
ン 

ゃ
ヘ
ッ
セ
ン
.の
織
物
を
西
阿
弗
利
加
に
大
量
輸
出
し
た
和
蘭
商
人
が
、
翻
逸
産
の
A

翁
•

銅
1

裏

地
t

れ
だ
け
輸
出
し
だ
か
は 

ジ
'广
リ
イ
ダ
ァ
敎
授

のr

ア
ウ
グ
ス
ブ

»

經
濟
史

」

-

'
 

ニ

五

(

ニ 
H

S



シ
ユ
ト
”
ィ
ダ_ブ
.，敎
授
の
”
ア
ゥ
グ
ス
、
ブ
_ル
，ク
.經
濟
史
し

 

1
u

ハ

■(1,11

六
四)

•

後
考
に
俟
つ
と
い
は
れ
.

て
ゐ
.

る
の
で
あ
る
が
- >

こ

の

問

題

、
の

解

答

•

は
、
遂
に
敎
授
か
.

ら
は
跖
く
，こ
と
を
得
，な
い
で
終
つ
た
の
で
あ
る
。

第
三
の
も
，の
は
、
嘗
て
大
塚
久
雄
敎
授
が「

十
六
世
紀
後
半

.

Q
.

マ
ル
セ
イ
チ
に
於
け
る
南
獨
逸
商
人
の
苽
邦
，質
，易」

(

經
濟
虑

I

九
卷 

第
三
號)
な
る
論
文
に

.為
ゐ
て
紹
介
さ
れ
た
と
こ
ろ
：で
あ
り
、
前
記
マ
シ
リ
ッ
ヒ
の
事
續
の
詳
述
で
あ
る
か
ら

*
こ
と
に
は
述
べ

.な
い
。 

た

-
本
書
に
收
め
ら
れ
た
も
の
は
、
發
表(

1

九
'

九
年)

後
、
シ
土
ト

.
リ

ィ

ダ
ア
敎
授
が
'參
考
文
献
を
增
補
さ
れ
て
置
い
た
も
の
に
據 

つ
て

.ゐ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
置
か
ぅ
。 

,
 

■ 

- 

% .

.

第
四
の
.

論
文
に
お
け
る
南
獨
逸
商
人
と
フ
ラ
ン
ド
ル
紙
壇
織
匠
と
の
結
び
付
き
は
、.

後
若
が
高
價
な
.

原
料
，を
調
達
す
る
資
カ
を
•缺 

き
、
他
方
そ
の
顧
客
た
る
諸
侯
は
、
.

多
く
即
座
に
支
拂
ひ
得
ぬ
狀
.

態
に
が
っ
た
が
爲
め
に
坐
じ
た
の
で
.

あ
っ
て
、
織
匠
ビ
，ィ
タ
r

フ
ァ 

ン

•

 

H

ル
ス
ト
に
對

す
る
フ
ッ
ガ

r

の
貸
付
や
、
ミ
.ユ
ン
へ
ン
商
人
と
ブ

ル

、ゾ
セ
ル
織
睽
と
の
連
^

'が
採
り
上
げ
ら
れ
.て
ゐ
る
。
最
後 

•の
論
文
に
お
ゐ
て
、
シ
4
ト
リ
ィ
ダ
ァ
敎
授
•

は
、

ヤ
コ
ブ
•

フ
.

ッ
ガ
■

ァ
に
子
供
が
な
か
つ
た
こ
と
が
、
謂
ゆ
る
緣
者
谕
負
に
陷
‘
と

と
な 

く
、.

事
業
に
專
心
せ
し
め
.

た
一
，因
で
あ
.

を
と
し
，
事
業
資
産
^

世
襲
財
產
と
を
別
置
し
、
.又
意
識
し
て
そ

の

#
社
社
員
に
他
人
及
び
女 

•

‘性
を
交
へ
ず
、
•

し
か
も
こ
れ
を
貫
徹
し
た
と
こ
ろ
に
フ
ッ
ガ
ヶ
の
特
微
が
，あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

. 

.

‘

以
上
を
以
て
、
.
本
文
一
一
〇
四
寅
、

#

入
せ
.る
諸
瓶
人
の
肖
像
寫
眞
十
，二
葉n

 

.五
一
九
年
ャ
.
コ
ブ
•

フ
ッ
.
ガ
ァ
が
ヵ
ァ
ル

-
五
-f
i

t
の
皇
帝
選 

•幾
に
關
し
ブ
ラ
.ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
宛
に
認
め
た
書
簡
の
複
製
一
葉
、
そ
、し
て
シ
ユ
ト
リ
ィ
ダ
ァ
敎
授
の
全
•
著
作
目
錄
五
J 4
を
收
錄 

'
し
た
本
寶
の
紹
介
免
終
纪
士
本
書
を
逋
爾
し
龙
第
^

に

氣

仗

冒

敗

パ
^

:
:-
^
^

•
ね
て
.シ
ユ

ト

リ

ィ

ダァ
敎
授
の
著
書
なり
論
文
な
り
に
接
す
る
靡
に
感
じ
た®

で
あ
る
が
>
1本
書
の
如
く
幾
多
の
論
稿
が
：集
錄
さ
れ
る 

.と
、
•そ
れ
は
特
に
明
か
と
な
る‘
0
恐
ら
く
こ
れ
は
、.教
授
が
そ
.の
，自
說
を
主
張.せ
ら
れ
る
.己
.と
固
き
に
敗
で
、
又.幾
多
の
問
題
が
同1 

.結
論
に
歸
着
ず
.を
と
匕
ろ
幻
出
で
る
も0
せ
:̂
:
ぁ
.ら

ぅ

_

?

我

く

十

：亨

六

世

紀
0
南

獨

逸

經

濟

史

新

究

者.に

：
と

つ

て

備

ふ

：
べ

き

冬

の

士

い

：
ふ

ょ

り

外

は

な

4

最

後

ね

、
：十

六

世

紀

蜀

逸

鑛

. U

稼

行

，
 

の

狀

態

を

窺

ふ

も

の

と

し

て

、
，

K
u
t
t
e
n
b
l
r

 

K

a

i

l，
の

扉(
T
i
t
e
M
a

透

に

掲

げ

ら

れ

た

阓

は

，

甚

だ

興

味

ぁ

る

も

の

ゼ

t

 

が

、
：本

箐

の

加

く

多

ぐ

の

寫

眞

版

を

揷

入

す

f

の

に

ぁ

？

は

、

こ
の
：

i

葉

を

添

加

し

て

欲

し

か

つ

た

と

思

ふ
o 

:

殊

に

第

三

篇

第

一 

ゴ
ト7
に
^

る
原

本

に

拉

こ

の

寫

眞

販

が

添

ぇ

ら

れ

て

ゐ

'る
'の
.，
で
.ぁ
..る
_か

ら
9
.倚

味

書

ニ.，̂

一
、
一行

目

の

.：

「
I

?

ニ |

一」

は

、r
 
.
}
.五
一
一

三」

の
誤
植
で
あ
るo
.
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サ
ィ
ダ
ァ
敎
授
の
マ
ア
ゥ
グ
ス
ブ
ル
ク
經
濟
史」

mmmm .

七

(
1

ニ
六
五

)


